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水力発電事業による
社会、環境、経済への影響

2007年2月8日

アジアに迫る温暖化と低炭素エネルギー開発

水力発電とCDM

まさのあつこ

大型ダムによる影響

Å 何世代にも受け継がれた生活様式の喪失
Å 生活手段の損失
Å 生態系の喪失
Å 森林資源の喪失
Å 漁業資源の喪失

Å 生活再建の不安

Å 影響を回避、軽減、回復させる解決策はあるか？
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ラオスのナムトゥン２ダムの場合

３地域に社会、環境、経済影響が現出

３．セバンファイ川

１．ナムトゥン川下流 ２．ナムトゥン川水没地

出典：NTPCウェブサイトより

ナムトゥン２ダム

Å 目的：貧困削減
Å 2009年の操業開始予定（2005年～）
Å ナムトゥン２電力会社（NTPC)
　　－フランス電力公社など外資系企業が4分の3を出資

Å 世銀、ADB等の保障、融資
Å 建設費14億5000万ドル（ラオスのGDPの7割）
Å 1070MWを発電し、95％をタイに輸出、5％を国内
Å 高さ48メートルのダム／湖面450km2は琵琶湖の3分の2
Å 17村6200人の住居と水田、森林、多様な生物の生息域
を沈める＋２地域への影響
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生活様式の
喪失

パナン村

セバンファイ川

沿いの暮らし　




